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神経生理研究部門
久保田成 ･三上孝允 ･松村道一
研究概要
A)前頭葉の研究
1)前頭連合野の条件づけ形成機構の研究 `
久保田戊 ･三上草允
視覚刺激を手掛りにしたGO/NO-GO課題を
学習するとき,手掛りと反応の連合ができ,視覚
と反応に関与したニューロン活動が新たに出現す
るが,そのニューロl/の視覚性性質の決定｡
2)前頭前野の運動学習によるGABAの関与
した可塑的変化の研究
久保田競 ･大石高生
アカゲザル前頭前野の弓状部にビククリンを注
入すると,対象法化型GO/NO-GO課題の学習
後には学習前と異なり,課題連行時のレバー放し
反応に似た腕と手の運動が現れた｡この慣野で刺
激と反応の適合が起こることが示唆される｡
1)生理研究部門助手 2)大学院生
3)心理研究部門助手 4)立教大文学部助教授
3)GAp-43の中枢内発現と,それに及ぼす課
屈学習の影響の研究
大石芯生･林韮治l) ･久保田競
連合野に多いタl/バクfIGAp-43のmRh-Aを
マカタの中相神経系の各部位 (特に大脳)で定盈
するためのcDNAプロー ブを作った｡
4)視覚性GO/NO-GO課題におけるノルア
ドレナリンとGABAの役割
久保田戊 ･松村道一
視覚刺激に応じるニューロンにノルアドレナ1)
ソとその阻哲剤,GABAとその阻告刑をEl先泳動
的に与えて.行動発現におけるこれらの物質の役
割を明らかにする｡
B)側頭薬と記恰
1)筏雑な画像の拙別と記憶の脳内概榊の研究
三上帝允 ･久保田競 ･中村克樹2)
複雑な画像 (サルやヒトの顔,サルの全身像な
ど)の識別と記憶の脳内過程を調べる目的で,チ
レビ画像の継時弁別課題遂行時に,上側頭帝から
ニューロン活動を記良し,呈示した画像の畜類と
その行動条件,特定の画像の短期記憶とニューロ
ン活動の関係を解析した｡
2)情動発現の脳内機構の研究
三上Tr允･久保田成 ･中村克樹
情動発現の脳内機梢を調べる目的で,サルやヒ
トの様々な表情や食べ物の画像の識別と記憶の課
題遂行時に,扇桃核からニューロン活動を記録
や.塁示した画像の行動条件,特定の画像の短期
記憶とニューロン活動の関係を解析した｡
3)運動祝能力の発達と環境の研究
三上草允･久保田競 ･藤田和生3)
長田佳久り
運動祝能力の発達過程と発達に及ぼす環境条件
を調べることを目的として,生後直後と4才齢の
サル,犬山地区のヒト小児と成人で純株様の動き
の知覚能力を調べた｡
C)利き手と脳の研究
久保田成
放飼切のニホンザル,嵐山R群がペレットを食
べるとき,どちらの手を好んで使うかを調べた｡
左手を好んで使うサル19頭.右手を好んで使うサ
ル9頭,どちらともいえないサル20顕であった｡
また,8才以上になると,左手を好んで使うサル
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